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●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
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姿
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
近
藤
尚
己
氏
（
京
都
大
学
大
学
院

教
授
）
を
講
師
に
迎
え
、「
貧
困
・

格
差
に
よ
る
健
康
問
題
と
共
同
組
織

の
役
割
」
と
題
し
て
記
念
講
演
。
２

０
０
２
年
、
山
梨
は
健
康
寿
命
が
日

本
１
位
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
藤
氏

の
所
属
し
て
い
た
大
学
が
そ
の
理
由

を
研
究
し
ま
し
た
。
８
年
間
の
追
跡

調
査
の
結
果
、
山
梨
で
は
人
間
関
係

が
濃
密
で
あ

り
、
一
人
ひ

と
り
が
社
会

と
か
か
わ
り

を
持
っ
て
い

　
「
ド
、
ド
、
ド
ー
ン
、
ド
ン
♫
」。

会
場
に
鳴
り
響
く
和
太
鼓
。
地
元
笛

吹
高
等
学
校
“
す
い
れ
き
太
鼓
部
”

に
よ
る
演
奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
地

元
の
高
校
生
の
一
生
懸
命
演
奏
す
る

る
こ
と
が
健
康
に
影
響
し
て
い
る
と

わ
か
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
全
国
で
66
の
自
治
体
と
も

協
力
し
、
26
万
５
０
０
０
人
の
追
跡

調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
共
同
組
織
な
ど
の
地
域
活
動
に

参
加
し
て
い
る
人
は
、
健
康
寿
命
が

18
％
、
長
生
き
の
可
能
性
が
22
％
も

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
共
同
組
織
は
ま
ち
と
社

会
の
『
資
本
』
で
あ
り
、
共
同
組
織

が
元
気
に
な
れ
ば
、
医
療
機
関
も
ま

ち
も
元
気
に
な
る
。
孤
立
・
孤
独
を

抱
え
る
人
に
で
き
る
こ
と
を
持
ち
寄

り
、
人
の
た
め
に
頑
張
っ
て
楽
し
い

汗
を
か
く
こ
と
が
長
生
き
の
秘
訣
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

倒
産
か
ら
再
建
の

�

た
た
か
い
と
教
訓

　
山
梨
勤
労
者
医
療
協
会
が
今
か
ら

39
年
前
に
２
３
０
億
円
も
の
負
債
を

抱
え
て
の
倒
産

か
ら
再
建
ま
で

を
描
い
た
「
山

梨
勤
医
協
の
倒

産
か
ら
再
建
の

た
た
か
い
と
教

訓
」
で
は
、
関

係
者
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
交
え

た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
動
画
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
人
と
人
と
の
絆
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
再
建
で
き
た
と
思

う
」「
息
も
し
な
い
で
ず
っ
と
見
て

い
た
く
ら
い
壮
絶
な
闘
い
だ
っ
た
」

「
減
給
さ
れ
た
り
、
ボ
ー
ナ
ス
が
出

な
く
て
も
職
員
は
１
人
も
辞
め
ず
、

逆
に
皆
で
再
建
し
よ
う
と
奮
闘
し
て

い
る
姿
に
感
動
し
た
」
な
ど
大
変
好

評
で
し
た
。

津
軽
保
健
生
協
か
ら
は

�

「
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
」

　
翌
12
日
は
分
科
会
。
７
つ
の
テ
ー

マ
（
❶
地
球
に
広
が
る
憲
法
９
条
・

平
和
を
守
る
取
り
組
み　
❷
い
の
ち

を
守
り
、
環
境
・
福
祉
を
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み　
❸
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

　
❹
通
い
の
場
・
居
場
所
づ
く
り
の

実
践　
❺
Ｓ
Ｄ
Ｈ
・
地
域
ま
る
ご
と

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み　
❻
共
同

組
織
の
“
わ
”
を
ひ
ろ
げ
る
取
り
組

み　
❼
民
医
連
職
員
と
共
同
組
織
が

い
っ
し
ょ
に
す
す
め
る
取
り
組
み
）

全
体
で
１
６
７
演
題
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
津
軽
保
健
生
協
か
ら
は
、
弘
前
市

第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
今

年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
、
地
域
住

民
主
体
型
の
見
守
り
活
動
「
わ
ん
わ

ん
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に
つ
い
て
報
告
を

し
ま
し
た
。
分
科
会
は
全
国
２
６

０
ヵ
所
以
上
で
視
聴
さ
れ
、「
コ
ロ

ナ
禍
で
各
生
協
の
活
動
が
制
限
さ
れ

な
が
ら
も
、
工
夫
し
て
実
践
し
て
い

る
取
り
組
み
は
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。（
組
合
員
活
動
委
員
会

�

・
五
十
嵐
吉
美
／
齋
藤
淳
一
）

第
15
回
全
日
本
民
医
連
　
共
同
組
織
活
動
交
流
集
会
ｉ
ｎ
山
梨
　
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴

〝
つ
な
が
る
〞
こ
と
が

　
　
　健
康
で
長
生
き
す
る
決
め
手
!!

〝
つ
な
が
る
〞
こ
と
が

　
　
　健
康
で
長
生
き
す
る
決
め
手
!!

〝
つ
な
が
る
〞
こ
と
が

　
　
　健
康
で
長
生
き
す
る
決
め
手
!!

〝
つ
な
が
る
〞
こ
と
が

　
　
　健
康
で
長
生
き
す
る
決
め
手
!!

　
　
　健

　
　
　生

　９月11日、12日の２日間、第15回全日本民医連
共同組織活動交流集会in山梨がオンライン開催され
ました。
　2018年の神奈川集会以来４年ぶりの開催で、全国
から 3300人、山梨の現地会場には 135人が参加し
ました。津軽保健生協会館では、２日間で組合員・
職員合わせて 23名がオンライン視聴しました。

安田前理事長も一緒にパトロール中安田前理事長も一緒にパトロール中

津
川
武
一
記
念
コ
ー
ナ
ー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

70
周
年
に
あ
た
り
生
協
会
館
１
階

正
面
の
展
示
を
更
新
し
ま
し
た
。

2016年調査結果2016年調査結果
地域で役割ある高齢者は長生き

（死亡率 12％減）

共同組織活動交流集会とは共同組織活動交流集会とは
共同組織とは、各医療生協組合員や
友の会会員などで構成された組織で
す。民医連活動を共にすすめるパー
トナーであり、共同組織構成員は全
国に約 370万人います。「共同組織
活動交流集会」は、全国の活動を交
流して各地へ持ち帰り、さらに実践
を発展させることを目的として
1991年から 2年に 1度開催されて
います。



モバイル版
ホームページ

http://www.kensei-hp.jp

健
生
病
院

ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
0172-55-7717

藤代健生病院
0172-36-5181

健生クリニック
0172-55-7707

津 軽 医 院
0172-62-3101

健生五所川原診療所
0173-35-2542

健生黒石診療所
0172-53-3015

生 協 本 部
0172-33-7515

組合員センター
0172-35-8933

健

生

病

院

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-40-3256

健生訪問看護ステーション
た まち本所
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
たまち・のだ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203
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　本コラム第１回は「日進月歩の搬
送と診断」という題で、脳梗塞発症
直後に脳動脈内にできた血のかたま
り（血栓）を溶かす薬剤を、静脈注
射で投与する治療（血栓溶解療法）
の話をしました。動脈が詰まり血液
が届かないことによって起こる脳の
傷害を最小限にするため、当時は、
発症３時間以内に薬を投与すべしと
されていて、脳梗塞を発症したら、
いかに早く病院に搬送して診断し治
療を開始するかが重要だという内容
でした。
　それから 10 年が経過し、脳梗塞
の治療は大きく進歩しました。血栓
溶解療法が発症４時間半まで有効で
あることが明らかになりました。
2015 年に、脳の動脈内にカテーテ
ルを挿入して血栓を直接取り除き、
血流を回復させる治療（血栓回収療
法）の有効性が明らかになり、実際
の臨床現場で行われるようになりま
した。津軽地域では、弘前大学脳神
経外科で行われており、健生病院で
もCTやMRI などの画像をオンライ
ンで大学に送り相談するシステムを
活用して、適応があれば患者を迅速
に転院させるようにしています。血
栓溶解療法は発症から４時間半が期
限ですが、血栓回収療法は一般的に
は発症６時間以内、症例によっては
発症 16 時間から 24 時間まで適応
する場合があります。

　一方で、こうした治療について、
アメリカでは人種、所得によって受
けられるかどうかの医療格差があり
ます。アメリカ神経学会誌 21年 12
月７日号に掲載された論文による
と、16年から 18年までの２年間に
アメリカで発症した 144万人の脳梗
塞患者を検討すると、黒人は白人と
比べて静脈注射による血栓溶解療法
を受けた患者は 82％、カテーテル
による血栓回収療法は 75％と少な
く、年収 38,000 ドル未満と 64,000
ドル以上を比較すると、低所得者で
は、血栓溶解療法を受けた患者は
81％、血栓回収療法を受けた患者は
84％と少ないことが示されました。
　医療をめぐる格差は、アメリカと
比較すると国民皆保険制度のある日
本では少ないとされていますが、都
市部と郡部とでは受けられる医療内
容に格差がある可能性があります。
しかし、こうした大規模な社会医学
的研究は日本でなされることが少な
く、実態は分かっていません。私た
ち医療従事者の使命は、新しい研究
成果に基づいた最新の医療知識や技
術を習得し地域で実践するととも
に、そうした技術を平等に提供でき
るようにすることだと思います。
　さて、これまで長い間、本コラム
を読んでいただき有難うございまし
た。津軽保健生協を、今後ともよろ
しくお願い申し上げます。

健生病院副院長 安 田 　 肇

�

脳 梗 塞 治 療 と 社 会 格 差

9
月
度
定
例
理
事
会
（
9
月
27
日
）

（本コラムは今回で終了します）

　
２
０
２
２
年
度
上
半
期
（
２

０
２
２
年
４
～
９
月
）
の
事
業

収
益
は
51
億
９
７
４
９
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
前
年
を
１
億
２

４
５
８
万
円
上
回
り
ま
し
た

が
、
予
算
を
４
６
４
１
万
円
下

回
り
ま
し
た
。
医
療
で
は
、
発

熱
外
来
の
受
診
者
数
が
多
か
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
外
来
収
益

の
増
加
や
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

実
施
に
よ
る
保
健
予
防
活
動
収

益
の
増
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、

健
生
病
院
・
藤
代
健
生
病
院
の

一
般
病
棟
に
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
こ
と
で
診
療
を
制
限
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
入
院
収

益
が
大
き
く
予
算
を
下
回
り
ま

し
た
。
在
宅
の
分
野
で
は
、
訪

問
診
療
（
医
師
の
往
診
）
が
収

益
を
伸
ば
し
た
一
方
で
、
訪
問

看
護
収
益
は
目
標
と
し
た
件
数

に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
予

算
を
下
回
り
ま
し
た
。
介
護
で

は
、
全
体
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
流

行
や
豪
雨
の
影
響
を
受
け
、
目

標
の
利
用
者
数
に
達
し
な
い
状

況
が
続
き
ま
し
た
。

　
事
業
費
用
は
57
億
９
７
０
２

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
を

３
億
３
９
８
９
万
円
上
回
り
、

予
算
を
２
６
６
６
万
円
上
回
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
職
員

の
奮
闘
に
応
え
る
夏
期
賞
与
の

増
額
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
治
療
に

係
る
医
薬
品
（
薬
の
仕
入
れ
値

が
高
額
）
と
感
染
防
護
具
費
用

の
増
加
、
水
道
光
熱
費
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
前
年
お
よ
び
予
算

を
上
回
り
ま
し
た
。

　
事
業
利
益
（
事
業
収
益
－
事

業
費
用
）
は
▲
５
億
９
９
５
３

万
円
の
赤
字
と
な
り
、
予
算
と

の
比
較
で
は
７
３
０
８
万
円
下

回
り
ま
し
た
。
赤
字
の
要
因
と

し
て
は
、
前
述
の
理
由
に
よ
る

収
益
の
不
足
、
費
用
の
超
過
が

あ
っ
た
ほ
か
、
健
生
病
院
・
藤

代
健
生
病
院
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
入
院
患
者
に
対
応
す
る

た
め
の
病
床
を
常
に
確
保
し
た

た
め
、
病
床
を
空
け
て
い
る
分

の
入
院
収
益
を
獲
得
で
き
な
か

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
病
床
を
確
保
す
る
こ
と

で
得
ら
れ
る
補
助
金
等
を
踏
ま

え
た
経
常
利
益
は
３
億
２
７
５

５
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
予
算
と
の
比
較
で
は
９
６

２
０
万
円
下
回
り
ま
し
た
。

　
出
資
金
は
３
２
１
８
万
円
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
る
年
度
途

中
で
の
減
資
・
脱
退
で
１
４
６

５
万
円
が
流
出
し
て
お
り
、
実

質
１
７
５
３
万
円
の
増
加
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。

秋
の
生
協
強
化
月
間

　
秋
の
生
協
強
化
月
間
が
始
ま

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
“
第

７
波
”
以
降
、
組
合
員
活
動
を

休
止
し
た
局
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
10
月
以
降
は
休
止
を
解
除

し
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
で

き
る
こ
と
を
工
夫
し
な
が
ら
強

化
月
間
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
２
０
０
０
円
以
上
の
増
資

で
記
念
品
を
贈
呈
す
る
「
創
立

70
周
年
特
別
増
資
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
の
で
、
特
別
増
資
へ
の
ご
協

力
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

�
（
専
務
・
村
上　
渡
）

「お金に余裕がなくて
病院に行けない。」

「いまの薬を
飲み続けて

   いいのか心配。」

医療・介護・健康・生活などに関する
日頃のおこまりごと、お悩みを是非ご相談ください。

医師、看護師、薬剤師、社会福祉士、リハビリ、管理栄養士などの医療専門職が
ご相談にお答えいたします。

おひとりで悩まずに、ぜひ私たちにお話を聞かせてください。

受付
時間

電話
番号 0172-55-7690

「家族の介護に
不安がある。」

おこまりごと
電 話 相 談 会

健 生 病 院 ・ 健 生 ク リ ニ ッ ク

９：３０～１１：３０

（専用）

開 催
日

202３年

３/１１２/１８１/１４

１２/１０１１/１２（土） （土）

（土） （土） （土）

202２年

※

無 料
通話料金は個人負担

となります。

【
報
告
事
項
】

⃝

９
月
度
の
主
な
経
過
報
告
と
10
月
・
11
月
・
12
月
の
主
な
行
事

予
定

⃝

専
門
委
員
会
報
告

⃝

８
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

８
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

⃝

青
森
県
生
活
組
合
連
合
会
理
事
会
報
告

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
臨
時
職
員
の
就
業
規
則
の
運
用
の
変
更
に

つ
い
て

⃝

技
術
系
職
員
の
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
の
賃
金
変
更
に
つ
い
て

　
〔
協
議
事
項
〕　

⃝

津
軽
地
域
民
主
団
体
へ
の
役
員
・
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て

手
配
り
さ
ん
募
集

手
配
り
さ
ん
募
集
！！

手
配
り
さ
ん
募
集

手
配
り
さ
ん
募
集
！！

５
〜
10
部
く
ら
い
手
配
り
出
来
る
方

ご
協
力
出
来
る
方
は
組
織
部

（
☎
０
１
７
２-

35-

８
９
３
３
）
へ
!

「健康」新聞

津軽保健生協　上半期津軽保健生協　上半期

経営活動を報告！経営活動を報告！２０２2年度
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合計 2,695人

人
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合計 6,957人 

人
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コロナ入院延べ患者数（藤代健生病院）
合計 832人 

人
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健
生
病
院

ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
0172-55-7717

藤代健生病院
0172-36-5181

健生クリニック
0172-55-7707

津 軽 医 院
0172-62-3101

健生五所川原診療所
0173-35-2542

健生黒石診療所
0172-53-3015

生 協 本 部
0172-33-7515

組合員センター
0172-35-8933

http://www.kensei-hp.jp/

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-40-3256

健生訪問看護ステーション
た まち本所
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
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0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203
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応
募
方
法

１
料
理
に
ち
ょ
っ
と
添
え
て
風

味
を
増
す
も
の
。
ネ
ギ
や

ワ
サ
ビ
、
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど

４
ラ
ク
ダ
は
こ
こ
に
栄
養
を

蓄
え
て
い
る
そ
う

５
色
づ
い
た
イ
チ
ョ
ウ
や
モ

ミ
ジ
を
観
て
楽
し
む

６
シ
ン
デ
レ
ラ
の
落
と
し
も

の
と
言
え
ば
、
ガ
ラ
ス
の

―
―

７「
人に
ん
べ
ん偏
」や「
草
く
さ
か
ん
む
り
冠
」な
ど
、
漢

字
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
こ
と

２
み
つ
豆
や
わ
ら
び
餅
な
ど
、

和
風
の
デ
ザ
ー
ト
に
か
け

て
食
べ
る
こ
と
が
多
い

３
外
国
の
人
と
身
振
り
―
―

―
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る

４
冬
の
始
ま
り
を
知
ら
せ
る

強
い
風
。
―
―
―
―
一
号

５
こ
れ
を
見
れ
ば
、
本
の
ど

こ
に
ど
ん
な
内
容
が
書
い

て
あ
る
か
が
分
か
る

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

 

 

7

4

 

3

《ヒント》（５文字）
片方だけ無くしやすい

第
719
号
（
10
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
シ
ョ
ク
ヨ
ク
＝
食
欲
」

1

5

6

2

7

4

3

ヨ

ニ
ツ
キ

シ
シ
ュ
ウ

ミ

ウ

ヨ

ギ
ヨ
ク
ロ

イ
ン
ク

イ
▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

（
答
え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
11
月
20
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　
Ｅ
メ
ー
ル

�
kenkou@

tsugaru-health.coop

（
弘
　
前
　
市
）
　
石
岡
　
裕
樹

小
林
　
敦
子

成
田
眞
理
子

（
青
　
森
　
市
）
　
鎌
田
真
喜
子

村
田
　
育
子

（
平
　
川
　
市
）
　
酒
井
　
知
可

（
黒
　
石
　
市
）
　
今
　
真
貴
子

（
つ
が
る
市
）
　
佐
々
木
む
つ
子

（
五
所
川
原
市
）
　
葛
西
利
伊
子

（
藤
　
崎
　
町
）
　
成
田
　
令
子 

　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

　
９
月
22
日
、
健
生
五
所
川

原
診
療
所
で
西
北
ブ
ロ
ッ
ク

月
間
推
進
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
八
島
将
仁
組
織

　
２
０
２
２
年
８
月
17
日
に

中
泊
町
中
里
地
域
の
８
月
豪

雨
の
被
災
個
所
を
回
り
ま
し

た
。
最
初
は
中
里
川
の
土
手

が
決
壊
し
た
現
場
で
す
。
土

砂
や
流
木
が
水
田
に
流
れ
込

み
、
一
面
水
没
し
て
お
り
ま

し
た
。
写
真
は
土
嚢
を
積
ん

で
応
急
的
な
対
応
が
取
ら
れ

て
い
る
様
子
で
す
。

　
２
番
目
は
下
高
根
地
区
で

す
。
崖
側
に
建
つ
家
に
神
社

の
山
門
を
通
っ
て
、
土
砂
が

崩
れ
落
ち
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
頃
は
第
７
波
と
言
わ
れ

て
い
る
流
行
に
一
時
の
落
ち

着
き
を
見
せ
て
い
る
頃
だ
と

思
い
ま
す
。
健
生
病
院
に
お

き
ま
し
て
も
こ
れ
ま
で
２
年

以
上
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と

し
て
発
熱
外
来
・
入
院
病
床

の
確
保
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
な

ど
様
々
な
こ
と
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
等
を
通

じ
て
日
本
各
地
の
医
療
機
関

で
の
対
応
を
目
の
当
た
り
に

し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は

当
院
で
の
対
応
方
法
の
一
例

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
入
院
時
の
通
路
封
鎖

　
発
熱
外
来
や
各
科
の
外
来

よ
り
コ
ロ
ナ
病
棟
へ
の
入
院

が
決
定
し
た
際
は
防
護
具
を

着
用
し
た
看
護
師
が
患
者
さ

ん
を
誘
導
し
て
病
室
へ
と
向

か
い
ま
す
。
そ
の
際
に
通
過

す
る
経
路
を
ス
タ
ッ
フ
が
一

時
的
に
封
鎖
し
て
来
院
者
や

西
北
ブ
ロ
ッ
ク
月
間
推
進
委
員
会
の
開
催

８
月
豪
雨
被
害
の
地
域
を
回
っ
て

西
北
ブ
ロ
ッ
ク

中
里
支
部

部
部
長
か
ら
秋
の
生
協
強
化

月
間
の
行
動
提
起
が
あ
り
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
各
支
部
・

事
業
所
か
ら
の
取
り
組
み
報

告
が
さ
れ
、
生
協
強
化
月
間

へ
の
意
思
統
一
を
図
り
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
死
亡
組
合
員
宅

へ
の
訪
問
行
動
の
ほ
か
、
月

間
の
行
動
提
起
に
あ
る
「
１

０
０
歳
以
上
組
合
員
」
や

「
年
齢
不
明
組
合
員
」
の
実

態
調
査
を
積
極
的
に
行
い
、

〝
つ
な
が
り
〟
を
強
化
し
よ

う
と
す
る
支
部
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
健
生
五

所
川
原
診
療
所
の
漆
舘
杏
子

事
務
長
か
ら
、
月
間
中
は
デ

イ
ケ
ア
部
門
で
組
合
員
加
入

の
呼
び
か
け
に
力
を
入
れ
る

こ
と
、
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

全
職
員
が
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
11
月
30
日
ま
で
の
２
ヵ
月

間
で
目
標
達
成
に
向
け
て
、

支
部
・
事
業
所
共
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

�

（
組
織
部
・
齋
藤
淳
一
）

　
３
番
目
は
、
支
部
長
が
住

ん
で
い
る
薄
市
地
域
で
す
。

上
流
に
あ
る
薄
市
川
の
支
流

が
決
壊
し
、
生
活
道
路
が
川

と
な
っ
て
、
腰
の
上
ま
で
く

る
水
位
で
押
し
寄
せ
て
き
た

そ
う
で
す
。

　
支
部
長
の
近
所
の
組
合
員

さ
ん
は
、「
水
が
来
て
い
る

ぞ
」
と
の
声
を
聞
い
て
か

ら
、
５
分
と
経
た
な
い
う
ち

に
急
に
水
位
が
上
が
っ
て
来

た
そ
う
で
、
す
ぐ
に
集
会
所

へ
避
難
し
よ
う
と
外
へ
出
た

ら
、
隣
の
お
ば
あ
さ
ん
が
水

圧
で
中
々
進
め
ず
転
び
そ
う

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
身
体

を
支
え
な
が
ら
や
っ
と
の
思

い
で
、
集
会
所
に
た
ど
り
着

け
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

　
薄
市
地
区
は
多
く
の
世
帯

が
床
上
・
床
下
浸
水
に
な
っ

出
入
り
業
者
の
方
と
の
接
触

を
少
な
く
す
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
入
院
中
に
必
要
な

　
日
用
品
の
買
い
物
代
行

　
発
熱
外
来
等
を
経
由
し
、

急
に
入
院
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
下
着
や
日
用
品
を
持

参
で
き
な
い
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
当
院
で
は
Ｑ
Ｕ

Ｏ
カ
ー
ド
を
入
院
患
者
さ
ん

毎
に
管
理
し
、
入
院
中
に
必

要
な
日
用
品
を
院
内
の
売
店

で
購
入
し
て
退
院
後
に
清
算

を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

購
入
で
き
る
物
品
は
ス
タ
ッ

フ
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。
ご

理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
入
院
中
の
食
事
提
供
は

　
使
い
捨
て
容
器
を
使
用

　
入
院
中
に
使
用
し
て
い
る

食
器
類
は
コ
ロ
ナ
以
外
の
患

者
さ
ん
と
区
別
し
、
使
い
捨

て
の
容
器
で
提
供
を
し
て
い

ま
す
。
食
後
の
下
膳
時
に
食

器
ご
と
そ
の
ま
ま
廃
棄
し
、

感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が

目
的
で
す
。（
写
真
参
考
）

　
終
末
期
が
近
い

　
患
者
様
の
面
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
が
直
接
的
な

死
因
で
は
な
い
が
超
高
齢
の

方
な
ど
は
様
々
な
疾
患
を
抱

え
て
お
り
残
念
な
が
ら
コ
ロ

ナ
病
棟
入
院
中
に
お
亡
く
な

り
に
な
る
患
者
さ
ん
も
お
ら

れ
ま
す
。
約
２
年
半
前
で
す

が
、
芸
能
人
の
方
が
亡
く
な

っ
た
際
に
ご
家
族
が
最
期
の

面
会
も
叶
わ
な
か
っ
た
と
い

う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
院
で
は
、
現
在
は
終
末

期
が
近
い
患
者
さ
ん
へ
濃
厚

接
触
者
で
な
い
ご
家
族
が
希

望
さ
れ
た
場
合
の
面
会
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
は

ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
下
、
防

護
具
を
着
用
し
て
い
た
だ
く

か
院
内
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
接
続
で
の
面
会
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
４
つ
の
対
応
例
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
ど
こ

の
医
療
機
関
で
も
そ
う
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
対
応
へ
は
他
疾

患
と
は
異
な
っ
た
対
応
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん

に
は
通
常
の
対
応
と
異
な
る

こ
と
か
ら
窮
屈
と
感
じ
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
健
生
病
院
事
務
局
次
長

�

・
波
多
野
宏
行
）

健
生
病
院
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

�

感
染
症
対
応

て
お
り
、
そ
の
中
の
１
軒

は
、
濡
れ
た
畳
・
床
板
が
取

り
払
わ
れ
、
床
下
に
は
浸
水

に
よ
る
泥
が
溜
ま
っ
た
状
態

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
家
財

道
具
が
片
付
け
ら
れ
、
集
積

所
は
山
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
被
災
者
へ
の
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た

め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
感
じ
、
気
候
変
動
へ
の
対

策
も
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
て
、
支
え
る
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。

（
中
里
支
部
運
営
委
員
・

�

角
田
尚
伸
）

土手の決壊土手の決壊

神社の山門に土砂神社の山門に土砂

紙のトレーに移しかえている紙のトレーに移しかえている

食事提供の様子食事提供の様子
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すくすく

エンジェル
４ヵ月健診の

あかちゃんたちです

一人当たり　エネルギー　353kcal　塩分　1.1g

楽しい お料理楽しい お料理
☆献立紹介…
健生病院
管理栄養士

雪田　総子　

＜材料（２人分）＞
じゃが芋２個（400g）　
玉葱１/２個（100g）
牛乳50ml　豚挽肉40g
酒少々　
トマト１個（200g）　
水200ml　
ケチャップ大さじ２　
砂糖小さじ１/２
ピザ用チーズ大さじ４　
塩・こしょう少々　
油適量　
＜作り方＞
❶じゃが芋は皮をむいて５mm位の厚
さの半月切りにし、さっと水で洗う。
玉葱は分量の半分をスライス、もう半
分をみじん切りにする。トマトは１cm
角に切る。
❷鍋にじゃが芋とスライス玉葱を入れ
て浸るくらいの水を加えてじゃが芋が
軟らかくなるまで煮る。芋が軟らかく
なってきたら粗くつぶして水気を飛ば
し、牛乳を加えて更に少し水気を飛ば
すようにする。
❸フライパンに油をひき、豚挽肉を入

れて酒を振り炒める。肉に火が通った
ら、みじん切りにした玉葱を加えて更
に炒める。
❹玉葱が透き通ってきたらトマトを加
えて軽く炒め、水を入れてトマトをつ
ぶしながら煮る。
❺トマトと具材がなじむように煮詰め
たらケチャップと砂糖、塩・こしょう
を加えて味を整える（ミートソース完
成）。
❻耐熱皿に❷のじゃが芋を入れて平ら
にし、上に❺のミートソース、ピザ用
チーズの順にのせてオーブントース
ターでチーズが溶けて焼き色がつくま
で焼く。

じゃが芋のミートソースグラタン

　

食
欲
の
秋
、
毛
豆
に
カ
ボ
チ

ャ
に
栗
、
り
ん
ご
、
梨
。
体
重

計
怖
い
！

食
欲
の
秋
！

食
欲
の
秋
！

弘
前
市　

佐
藤　

輝
子

　

８
月
の
豪
雨
の
際
、

２
度
も
外
出
し
て
し
ま

い
、、
一
度
は
山
道
の
た

め
土
砂
崩
れ
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
正

直
、
無
事
で
あ
っ
た
こ

と
は
た
ま
た
ま
偶
然
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
豪

雨
を
甘
く
見
て
い
た
の

で
は
な
い
か
、
本
当
に
外
せ
な

い
用
事
だ
っ
た
の
か
…
と
自
問

し
て
い
ま
す
。

甘
く
見
て
い
た

甘
く
見
て
い
た

平
川
市　

酒
井　

知
可　

　

職
場
の
駐
車
場
が
水
没
。
夜

勤
明
け
だ
っ
た
の
で
、
た
だ
た

だ
見
守
る
だ
け
で
し
た
が
、
幸

い
に
も
奇
跡
の
生
存
の
我
が
愛

車
！　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
乗

り
た
い
で
す
。

奇
跡
の
生
存
！

奇
跡
の
生
存
！

鶴
田
町　

モ
コ
モ
コ

　

安
田
先
生
の
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
と
座
敷
わ
ら
し
の
関
係

を
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
な

る
ほ
ど
そ
う
い
う
こ
と
か
と
思

い
ま
し
た
。
納
得
で
す
。

座
敷
わ
ら
し
考

座
敷
わ
ら
し
考

黒
石
市　

喜
多
嶋
公

　

１
０
３
歳
の
増
田
さ
ん
！　

カ
ラ
オ
ケ
で
熱
唱
や
ロ
ー
ル
ケ

ー
キ
ぺ
ろ
り
の
食
欲
が
お
元
気

の
源
で
し
ょ
う
か
…
。
今
回
の

パ
ズ
ル
の
答
え
と
重
な
り
ま
す

ね
。
益
々
お
元
気
で
！！

元
気
の
源

元
気
の
源

板
柳
町　

中
田　

眞
弓

　
「
大
雨
・
洪
水
・
台
風

か
ら
身
を
守
ろ
う
」
す

ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。雨
が
降
る
と
長
靴
を

は
く
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ス
ニ
ー

カ
ー
を
は
く
と
は
、
目

か
ら
う
ろ
こ
で
し
た
。

ま
だ
、
り
ん
ご
の
収
穫

が
終
わ
ら
な
い
の
で
台

風
が
来
な
き
ゃ
い
い
で

す
が
…
。

ス
ニ
ー
カ
ー
を
は
く

ス
ニ
ー
カ
ー
を
は
く

青
森
市　

長
谷
川
カ
ツ

　
「
健
康
」
を
初
め
て
手
に
し

た
と
き
、
手
配
り
さ
ん
募
集
を

見
て
組
織
部
に
電
話
を
。
新
し

い
町
会
で
組
合
員
、

部
数
も
増
え
続
け
て

い
ま
す
が
、
70
歳
を

過
ぎ
て
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
の
手
配
り
は

少
し
大
変
に
な
り
ま

し
た
。
世
代
交
代
し

て
い
た
だ
き
た
く
、

職
員
の
方
々
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

世
代
交
代
を

世
代
交
代
を

弘
前
市　

齊
藤
け
い
子

　

孫
の
バ
ー
ス
デ
ー
に
「
ば
く

だ
ん
メ
シ
」
を
作
り
ま
す
。
小

さ
め
の
オ
ニ
ギ
リ
（
ピ
ン
ポ
ン

玉
）
の
中
に
お
好
み
で
チ
ー
ズ

を
入
れ
、
薄
切
り
の
豚
肉
や
牛

肉
で
包
み
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼

き
、
こ
げ
目
が
つ
い
た
ら
好
き

な
タ
レ
を
か
ら
ま
せ
て
で
き
あ

が
り
。
お
弁
当
に
も
オ
ス
ス
メ

で
す
よ
。

ば
く
だ
ん
メ
シ

ば
く
だ
ん
メ
シ

青
森
市　

浪
岡
の
バ
ァ
バ

　

最
近
日
が
短
く
な

り
、
仕
事
が
終
わ
り

家
に
帰
る
と
既
に
電

気
が
い
る
く
ら
い
暗

く
な
っ
て
い
て
、
冬

が
近
づ
い
て
い
る
な

あ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
寒
暖
差
も
あ
る

の
で
服
装
に
も
気
を

使
っ
て
風
邪
を
引
か

な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
た
い
で
す
。

　　

冬
が
近
づ
い
て

冬
が
近
づ
い
て

弘
前
市　

小
笠
原
理
恵

　

脳
活
に
ナ
ン
プ
レ
頑
張
る
。

目
が
惚
け
る
、
頭
も
疲
れ
ま
す
。

夜
は
ワ
ン
カ
ッ
プ
呑
ん
で
ぐ
っ

す
り
眠
れ
ま
す
。
い
ろ
ん
な
夢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
。
健
康

が
一
番
！！　

運
動
も
い
い
ね
。

ぐ
っ
す
り
眠
れ
る

ぐ
っ
す
り
眠
れ
る

平
川
市　

覚
蓮
坊

　

五
所
川
原
診
療
所
で
健
康
チ

ャ
レ
ン
ジ
用
紙
を
貰
い
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
脳
い
き

い
き
は
ま
ず
読
書
で
す
。
太
宰

治
は
金
木
町
生
ま
れ
の
偉
大
な

作
家
で
私
は
大
フ
ァ
ン
で
す
。

脳
の
活
性
化
を

脳
の
活
性
化
を

つ
が
る
市　

蝦
名　

憲
英

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
の
全
数
把
握

簡
略
化
で
「
東
奥
日
報
」
に

「
発
生
届
が
感
染
者
数
の
２
割
」

と
の
っ
て
い
た
が
、
感
染
者
で

届
け
て
い
な
い
人
、
検
査
も
受

け
て
い
な
い
人
も
あ
る
と
思
わ

れ
、
心
配
だ
。

全
数
把
握
簡
略
化

全
数
把
握
簡
略
化

弘
前
市　

工
藤　

内
記

　

本
当
に
久
し
ぶ
り
に
道
の
駅

め
ぐ
り
に
出
か
け
、
西
海
岸
を

通
り
ま
し
た
。
途
中
線
路
が
寸

断
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、

心
が
痛
み
ま
し
た
。
早
期
に
全

面
補
修
さ
れ
、
リ
ゾ
ー
ト
し
ら

か
み
が
通
る
風
景
が
見
た
い
し

乗
り
た
い
で
す
。

復
旧
を
願
っ
て

復
旧
を
願
っ
て

青
森
市　

石
村　

愛
子

・住所、氏名が変わった時…。
・引っ越しされた時…。
・�「健康」新聞が２部届いている時…。
・�組合員がお亡くなりになられた時…。

津軽保健生活協同組合　組織部
電話0172-35-8933

このような時、ご連絡ください

地域連携室　℡0172-36-5181

藤代健生病院 家族教室のご案内

９時～９時30分講義、９時半～11時半語り合い
当院に受診していない方のご家族も参加可能です。

［参加希望の方は下記までご一報を！］

依存症を理解する
◦11月12日（土）
講師：坂本隆　医師

相馬　翠
すい

ちゃん
健康にすくすく
育ってね！！

秋元　律
り つ か

花ちゃん
うまれてきてくれてありがとう！

楽しく過ごそうね

工藤　迅
じん

ちゃん
元気に育ってね。by父さん　たくさん
遊んで大きくなってね。by母さん

下山　椎
し い な

愛ちゃん
力いっぱい動いて大きくなってね！

パパ、ママ大好き♡

對馬　のの香
か

ちゃん
いっぱいミルクのんで
大きくなってね。

櫻庭　わこちゃん
これからも元気に大きく育っ
てね♡アイラブわこりん♡

石田　琉
る く

空ちゃん
お姉ちゃんと仲良くね♡生まれて
きてくれてありがとう♡ちゅっ💋

佐藤　羽
は な と

凪斗ちゃん
生まれてきてくれてありがとう

大きくなあれ

三上　千
ち か げ

景ちゃん
いつも笑顔をありがとう♡健康
に元気にすくすく育ってね♡

　
９
月
に
入
り
日
曜
日
の
４

日
午
後
、
健
生
病
院
ロ
ー
タ

リ
ー
に
、
東
中
支
部
か
ら
６

人
、
五
中
支
部
３
人
が
集
合

し
、
樹
木
の
枯
れ
枝
切
除
、

清
掃
活
動
で

サ
ッ
パ
リ

東
中
支
部
／
五
中
支
部

花
壇
の
雑
草
取
り
な
ど
の
作

業
を
行
な
い
ま
し
た
。
班
か

ら
誘
い
合
っ
て
の
参
加
も
。

総
代
会
発

言
に
も
あ

っ
た
、
健

生
病
院
の

玄
関
前
が

き
れ
い
な

状
態
に
保

た
れ
ま
し

た
。


